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第５回市民と議会の集いを開催いたしました

　今年で第５回目となる市民と議会の集いを、去

る10月14日（日）の午後２時から江別市民会館で、

同じく16日（火）の午後７時からコミュニティセン

ターで開催いたしました。（写真は市民会館で開

催したときのものです。）

　今年はワークショップ形式での開催ということ

もあり、和やかな雰囲気の中、皆様から貴重なご

意見をたくさんお伺いすることができました。

　当日の市民と議会の集いの内容については、報

告書にて市民の皆様と共有したいと思います。
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　第３回定例会は９月６日から28日まで23日間の会期で開かれました。

　いじめ防止対策審議会条例の制定など議案15件、水道・下水道・病院の

各事業会計決算の認定３件、意見書案１件、決議案１件、陳情２件、報告

９件を議了したほか、一般会計・各特別会計の決算の認定５件については

閉会中の継続審査となりました。

　一般質問は18日と19日の２日間行われ、６名の議員が市政全般にわたっ

て市長等の見解をただしました。

　議案と各事業会計の決算審査の内容についてお知らせします。

平成３０年

第３回

定例会
◎
い
じ
め
防
止
対
策
審
議
会
条
例

の
制
定

◎
い
じ
め
問
題
再
調
査
委
員
会
条

例
の
制
定

　

い
じ
め
防
止
対
策
推
進
法
に
基

づ
き
、
い
じ
め
に
よ
る
重
大
事
態

に
係
る
事
実
関
係
の
調
査
な
ど
を

行
う
教
育
委
員
会
の
附
属
機
関
と

当
該
調
査
結
果
に
つ
い
て
の
再
調

査
を
行
う
市
長
の
附
属
機
関
を
設

置
す
る
た
め
、
新
た
に
条
例
を
制

定
す
る
も
の
で
す
。

　

な
お
、
本
件
の
採
決
に
当
た
り
、

少
数
意
見
の
報
告
（
※
）
が
あ
り
ま

し
た
。

※
少
数
意
見
の
報
告
＝
委
員
会
に

お
い
て
少
数
で
廃
棄
さ
れ
た
意
見

で
、
出
席
委
員
１
人
以
上
の
賛
成

が
あ
る
場
合
、
こ
れ
を
少
数
意
見

と
し
て
留
保
し
、
本
会
議
に
報
告

す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
。

◎
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

　

江
別
市
健
康
都
市
宣
言
に
基
づ

く
市
民
の
健
康
推
進
に
係
る
業
務

や
医
療
的
ケ
ア
児
受
け
入
れ
を
見

据
え
た
小
・
中
学
校
に
お
け
る
特

別
支
援
教
育
へ
の
支
援
な
ど
、
看

護
師
の
ス
キ
ル
や
専
門
性
が
求
め

ら
れ
る
業
務
に
対
応
す
る
た
め
、

市
立
病
院
の
看
護
師
を
市
長
事
務

部
局
等
に
配
置
す
る
に
当
た
り
、

引
き
続
き
、
医
療
職
給
料
表
（
三
）

を
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

必
要
な
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

◎
市
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

市
立
病
院
の
病
棟
勤
務
の
助
産

師
や
看
護
師
、
准
看
護
師
に
つ
い

て
、
柔
軟
な
勤
務
体
制
が
組
め
る

よ
う
、
必
要
な
改
正
を
行
う
も
の

で
す
。

◎
社
会
福
祉
審
議
会
条
例
の
一
部

改
正

　

市
民
参
加
条
例
に
基
づ
き
、
審

議
会
に
公
募
に
よ
る
委
員
を
加
え

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
必
要
な

改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

◎
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及

び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例
の
一
部
改
正

　

国
が
定
め
る
家
庭
的
保
育
事
業

等
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基

準
の
改
正
に
伴
い
、
代
替
保
育
と

食
事
の
提
供
に
関
す
る
基
準
が
緩

和
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
必
要
な
改

正
を
行
う
も
の
で
す
。

◎
病
院
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

　

患
者
や
地
域
住
民
が
病
状
等
に

合
わ
せ
て
診
療
科
目
を
選
択
し
や

す
く
す
る
ほ
か
、
専
門
医
の
配
置

等
に
応
じ
て
、
速
や
か
に
診
療
科

目
を
設
置
で
き
る
よ
う
、
必
要
な

改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

◎
市
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
改

正

　

来
春
の
市
議
会
議
員
選
挙
か
ら

議
員
定
数
を
２
人
減
ら
し
、
25
人

に
す
る
こ
と
に
伴
い
、
生
活
福
祉

常
任
委
員
会
と
経
済
建
設
常
任
委

員
会
の
定
数
を
そ
れ
ぞ
れ
１
人
ず

つ
減
ら
す
も
の
で
す
。

◎
財
産
の
取
得

　

都
市
再
生
整
備
計
画
事
業
用
地

と
し
て
、
幸
町
43
番
３
及
び
44
番

５
の
計
２
筆
の
８
千
56
・
18
㎡
を

９
千
909
万
１
千
14
円
で
取
得
す
る

も
の
で
す
。

◎
損
害
賠
償
の
額
の
決
定

　

市
立
病
院
で
の
医
療
事
故
に
か

か
わ
る
損
害
賠
償
額
を
決
定
す
る

も
の
で
す
。

◎
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

国
等
の
予
算
動
向
に
よ
る
変
更

や
緊
急
を
要
す
る
も
の
へ
の
措
置

な
ど
に
よ
り
、
１
億
５
千
148
万
円

を
増
額
し
、
予
算
総
額
は
、
437
億

１
千
137
万
４
千
円
に
な
り
ま
し
た
。

◎
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　

当
市
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら

し
た
台
風
21
号
に
伴
う
災
害
復
旧

事
業
費
と
し
て
２
億
１
千
781
万
７

千
円
を
増
額
し
、
こ
の
結
果
、
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
と
合

わ
せ
て
、
予
算
総
額
は
439
億
２
千

919
万
１
千
円
に
な
り
ま
し
た
。

◎
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算

　

前
年
度
の
決
算
剰
余
金
を
基
金

に
積
み
立
て
る
な
ど
４
億
２
千
671

万
８
千
円
を
増
額
し
、
予
算
総
額

は
、
126
億
４
千
271
万
８
千
円
に
な

り
ま
し
た
。

条
　
　
　
例

一

般

議

案

予 

算 

・ 

決 

算
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◎
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

　

決
算
に
基
づ
く
国
等
へ
の
返
還

金
の
ほ
か
、
決
算
剰
余
金
を
基
金

に
積
み
立
て
る
た
め
、
３
億
８
千

370
万
７
千
円
を
増
額
し
、
予
算
総

額
は
、
103
億
４
千
470
万
７
千
円
に

な
り
ま
し
た
。

◎
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算

　

医
療
事
故
に
係
る
損
害
賠
償
額

が
確
定
し
た
ほ
か
、
看
護
師
を
市

長
事
務
部
局
等
に
配
置
す
る
こ
と

に
伴
う
給
与
費
の
減
額
を
行
う
た

め
、
３
千
124
万
６
千
円
を
減
額
し
、

予
算
総
額
は
、
73
億
４
千
26
万
２

千
円
に
な
り
ま
し
た
。

建
設
が
完
了
し
、
総
事
業
費
は
９

億
７
千
135
万
２
千
円
で
あ
っ
た
旨

報
告
さ
れ
ま
し
た
。

◎
健
全
化
判
断
比
率
の
報
告

　

地
方
公
共
団
体
財
政
健
全
化
法

に
基
づ
き
、
29
年
度
決
算
に
関
し

て
、
実
質
赤
字
比
率
・
連
結
実
質

赤
字
比
率
・
実
質
公
債
費
比
率
・

将
来
負
担
比
率
の
４
指
標
全
て
が

早
期
に
健
全
化
に
取
り
組
む
べ
き

と
さ
れ
る
基
準
を
下
回
っ
て
い
る

こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

■
不
採
択
と
な
っ
た
陳
情

◎
水
道
事
業
の
民
営
化
に
つ
い
て

　

宍
戸
定
美
氏

◎
今
よ
り
安
全
・
安
心
の
水
道
水

を
確
保
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の

調
査
に
つ
い
て

　

宍
戸
定
美
氏

◎
総
合
計
画
特
別
委
員
会
の
設
置

　

第
６
次
江
別
市
総
合
計
画
は
、

26
年
度
を
初
年
度
と
す
る
10
カ
年

に
わ
た
る
計
画
で
あ
り
、
今
年
度

を
も
っ
て
、
前
期
の
５
年
間
が
終

了
し
ま
す
。

　

え
べ
つ
ま
ち
づ
く
り
未
来
構
想

に
つ
い
て
は
、
必
要
に
応
じ
て
中

間
年
で
見
直
す
こ
と
と
さ
れ
て
い

る
ほ
か
、
え
べ
つ
未
来
戦
略
は
今

年
度
ま
で
が
計
画
期
間
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
昨
年
度
か
ら
見
直
し
作

業
が
進
め
ら
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で

す
。

　

え
べ
つ
ま
ち
づ
く
り
未
来
構
想

実
現
の
手
段
で
あ
る
ま
ち
づ
く
り

政
策
と
後
期
の
５
年
間
で
重
点
的

か
つ
集
中
的
に
取
り
組
む
え
べ
つ

未
来
戦
略
に
つ
い
て
、
総
合
的
な

観
点
か
ら
、
幅
広
く
検
証
し
て
い

く
た
め
、
特
別
委
員
会
を
設
置
し

ま
し
た
。

◎
平
成
29
年
度
水
道
・
下
水
道
・

病
院
各
事
業
会
計
の
決
算
認
定

　

各
事
業
会
計
決
算
が
認
定
さ
れ

ま
し
た
。

　

審
査
経
過
な
ど
詳
し
く
は
８
ペ

ー
ジ
を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

◎
水
道
・
下
水
道
・
病
院
各
事
業

会
計
の
資
金
不
足
比
率
の
報
告

　

地
方
公
共
団
体
財
政
健
全
化
法

に
基
づ
き
、
29
年
度
決
算
に
関
し

て
、
水
道
及
び
下
水
道
で
は
資
金

不
足
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

病
院
で
は
資
金
不
足
比
率
が
4.3
％

と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

◎
一
般
会
計
の
継
続
費
精
算
報
告

　

28
年
度
と
29
年
度
の
２
カ
年
の

継
続
事
業
と
し
て
実
施
し
て
い
た

新
栄
団
地
建
て
か
え
に
伴
う
Ｃ
棟 市立病院

報
　
　
　
告

陳
　
　
　
情

新栄団地

決
　
　
　
議

一般会計補正予算（第２号）の概要

事　　　業　　　内　　　容 補正額（千円）

市民会館改修事業（市民会館大ホール楽屋用空調設備改修経費の追加） 2,700

審議会開催経費（江別市いじめ問題再調査委員会開催経費の追加） 32

職員人件費（専門性等を要する行政需要に対応する看護師の配置に伴う職員人件

費の追加）
37,523

退職手当組合事前等納付金（専門性等を要する行政需要に対応する看護師の配置

に伴う退職手当組合負担金の追加）
179

障がい福祉一般管理経費（障害者自立支援給付費国・道負担金の過年度分精算に

よる返還金の追加）
17,265

保育園運営経費（保育対策総合支援事業費補助金及び子ども・子育て支援交付金

の過年度分精算による返還金の追加）
13,272

生活保護一般管理経費（生活保護費等国庫負担金等の過年度分精算による返還金

の追加）
33,366

生活保護適正実施事業（生活保護基準の見直しに伴うシステム改修経費の追加） 2,376

市営住宅環境改善整備事業（あけぼの団地の火災復旧工事費の追加） 38,567

いじめ不登校対策事業（江別市いじめ防止対策審議会開催経費の追加） 65

体育施設整備更新事業（東野幌体育館の温水ボイラー更新経費の追加） 6,135

補　　　正　　　総　　　額 151,480

◎干場　芳子

○裏　　君子

　石田　武史

　尾田　善靖

　諏訪部容子

　角田　　一

　徳田　　哲

　三角　芳明

　宮本　忠明

総合計画特別委員会委員

◎委員長 ○副委員長
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外
国
人
技
能
実
習
生
へ
の
支
援

問　

外
国
人
技
能
実
習
生
へ
の
日

本
語
学
習
環
境
な
ど
の
積
極
的
な

支
援
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。

答　

技
能
実
習
生
を
支
援
す
る
た

め
、
江
別
国
際
セ
ン
タ
ー
で
は
平

成
27
年
か
ら
日
本
語
教
室
を
開
催

し
、
日
常
の
生
活
習
慣
や
交
通
ル

ー
ル
な
ど
に
つ
い
て
も
理
解
を
深

め
て
も
ら
え
る
よ
う
対
応
し
て
お

り
、
企
業
か
ら
の
要
請
を
受
け
て

現
在
も
継
続
し
て
い
る
。

　

市
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
同
セ
ン

タ
ー
が
行
う
日
本
語
教
室
の
活
動

を
支
援
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

市
内
で
働
く
技
能
実
習
生
へ
の
支

援
の
充
実
が
、
慢
性
的
な
労
働
力

不
足
の
解
消
に
つ
な
が
る
も
の
と

期
待
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後

に
つ
い
て
も
、
受
け
入
れ
企
業
か

ら
の
意
見
を
参
考
に
し
な
が
ら
、

技
能
実
習
生
が
地
域
に
お
い
て
一

日
も
早
く
日
本
の
生
活
に
な
れ
て

も
ら
え
る
よ
う
、
引
き
続
き
活
動

を
支
援
し
て
い
き
た
い
。

　
子
供
食
堂
に
つ
い
て

問　

子
供
食
堂
を
運
営
し
て
い
こ

う
と
い
う
方
々
の
活
動
支
援
に
つ

い
て
市
の
見
解
は
。

答　

子
供
食
堂
の
開
設
に
関
す
る

相
談
を
受
け
た
際
は
、
既
に
市
内

で
開
設
し
、
ノ
ウ
ハ
ウ
を
有
す
る

子
供
食
堂
運
営
団
体
を
紹
介
す
る

ほ
か
、
国
や
関
係
団
体
が
作
成
し

た
運
営
の
参
考
と
な
る
資
料
を
お

渡
し
す
る
な
ど
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
既
に
開
設
し
て
い
る
団

体
に
は
、
関
係
省
庁
等
が
連
携
し
、

民
間
団
体
を
支
援
す
る
子
供
の
未

来
応
援
基
金
の
活
用
を
案
内
し
て

い
る
。

　

市
で
は
、
現
在
実
施
し
て
い
る

子
ど
も
の
生
活
実
態
調
査
や
、
今

後
実
施
す
る
予
定
の
子
供
食
堂
等

へ
の
聞
き
取
り
結
果
を
踏
ま
え
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
窓
口
で
あ

る
江
別
市
社
会
福
祉
協
議
会
と
も

連
携
し
、
子
供
食
堂
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
づ
く
り
な
ど
、
今
後
の
支
援

の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

き
た
い
。

　
排
水
機
場
の
現
状
と
課
題

問　

排
水
機
場
が
設
置
さ
れ
て
か

ら
の
経
過
年
数
と
、
機
能
に
つ
い

て
の
現
状
と
課
題
は
。

答　

農
地
の
冠
水
時
に
内
水
排
除

を
行
う
排
水
機
場
は
、
圃
場
を
守

る
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、

今
後
の
農
業
の
発
展
に
必
要
不
可

欠
な
も
の
で
あ
り
、
市
で
は
こ
れ

ま
で
も
国
営
か
ん
が
い
排
水
事
業

に
よ
り
、
排
水
機
場
の
整
備
等
を

行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
市
内
に
あ
る

排
水
機
場
は
建
設
後
30
年
を
超
え

て
い
る
も
の
も
多
く
、
施
設
の
老

朽
化
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
も
整
備
に
つ
い
て
、

国
や
道
へ
の
要
請
活
動
を
実
施
し

て
き
て
お
り
、
今
後
も
引
き
続
き
、

事
業
が
円
滑
に
推
進
さ
れ
る
よ
う

地
元
の
農
業
者
と
も
十
分
協
議
を

重
ね
て
い
き
た
い
。

　
遊
休
資
産
の
現
状
と
活
用

問　

遊
休
資
産
の
現
状
と
今
後
の

処
分
を
含
め
た
活
用
策
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答　

市
で
は
、
22
年
度
末
の
江
別

市
土
地
開
発
公
社
の
解
散
を
契
機

に
、
保
有
し
て
い
る
遊
休
未
利
用

地
の
売
却
処
分
や
貸
し
付
け
等
に

よ
る
土
地
の
有
効
活
用
を
進
め
る

た
め
、
平
成
24
年
に
江
別
市
公
有

地
利
活
用
基
本
方
針
を
策
定
し
て

い
る
。
同
方
針
に
基
づ
き
利
活
用

を
進
め
た
結
果
、
昨
年
度
ま
で
の

土
地
売
り
払
い
収
入
額
の
累
計
は
、

約
３
億
９
千
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
同
方
針
の
策
定
後
に
新

た
に
発
生
し
た
遊
休
資
産
に
つ
い

て
も
、
売
却
を
含
め
、
有
効
な
利

活
用
の
方
向
性
を
協
議
し
て
お
り
、

今
後
も
、
利
活
用
の
見
込
み
が
な

い
資
産
に
つ
い
て
は
、
維
持
管
理

コ
ス
ト
の
縮
減
や
自
主
財
源
の
確

保
の
た
め
、
売
却
や
貸
し
付
け
を

積
極
的
に
進
め
て
い
き
た
い
。

　
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

問　

ア
ジ
ア
で
初
の
開
催
と
な
る

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
２
０

１
９
日
本
大
会
開
催
に
向
け
た
機

運
を
高
め
る
た
め
の
事
前
の
取
り

組
み
は
。

答　

平
成
30
年
４
月
に
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
の
公
認
チ
ー
ム
キ
ャ
ン
プ

地
と
し
て
内
定
後
、
北
海
道
ラ
グ

ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会
や
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
領
事
館
、
市
内
体
育

団
体
や
ラ
グ
ビ
ー
部
の
あ
る
高
校

な
ど
を
訪
問
し
、
交
流
事
業
な
ど

へ
の
協
力
要
請
を
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
７

人
制
ラ
グ
ビ
ー
の
選
手
を
講
師
に

招
い
た
ラ
グ
ビ
ー
教
室
の
ほ
か
、

地
域
の
夏
祭
り
会
場
で
の
啓
発
テ

ィ
ッ
シ
ュ
の
配
布
や
小
学
校
の
体

育
の
授
業
で
タ
グ
ラ
グ
ビ
ー
教
室

な
ど
を
実
施
し
て
き
た
。

　

今
後
も
関
係
自
治
体
や
関
係
機

関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
市
民

が
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
や

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
こ
と
を
知
り
、

　今定例会では、

６人の議員が一般

質問を行いました。

各議員が行った質

問の中から、誌面

の都合上２項目を

選び、要約して掲

載しています。

裏
うら

  君
きみ

子
こ

議員

公明党

こ
の
ほ
か
、
生
涯
に
わ
た
る
歯
・
口

腔
の
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
質
問
が

あ
り
ま
し
た
。

大麻排水機場

三
み

角
すみ

 芳
よし

明
あき

議員

自民クラブ

内
うち

山
やま

 祥
よし

弘
ひろ

議員

民主・市民の会



えべつ市議会だより　　平成30年11月１日発行〔5〕

大
会
開
催
に
向
け
た
機
運
を
高
め

て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

　
ス
ポ
ー
ツ
政
策
に
つ
い
て

問　

道
内
の
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー

ム
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
協
定
を
締
結

す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

答　

道
内
に
は
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ

タ
ー
ズ
、
コ
ン
サ
ド
ー
レ
札
幌
、

レ
バ
ン
ガ
北
海
道
、
エ
ス
ポ
ラ
ー

ダ
北
海
道
な
ど
の
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ

チ
ー
ム
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
チ

ー
ム
が
地
域
密
着
を
掲
げ
、
各
自

治
体
、
企
業
、
学
校
等
と
パ
ー
ト

ナ
ー
協
定
を
締
結
し
て
い
る
。

　

プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
と
の
パ

ー
ト
ナ
ー
協
定
の
締
結
は
、
当
市

に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
振
興
、
ス
ポ

ー
ツ
文
化
の
発
展
、
ス
ポ
ー
ツ
を

通
じ
た
青
少
年
の
育
成
に
効
果
的

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
協
定
を
締
結

す
る
に
当
た
り
、
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ

の
特
殊
性
・
複
雑
性
、
市
の
地
域

特
性
・
施
設
環
境
な
ど
互
い
を
理

解
し
、
相
互
に
と
っ
て
有
益
な
取

り
組
み
が
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、

他
市
の
事
例
を
参
考
に
、
条
件
面

等
を
調
査
し
な
が
ら
研
究
し
て
い

き
た
い
。

　
ブ
ロ
ッ
ク
塀
撤
去
費
用
の
補
助

問　

民
間
所
有
の
危
険
な
ブ
ロ
ッ

ク
塀
等
の
撤
去
費
用
な
ど
の
補
助

を
行
う
べ
き
で
は
。

答　

ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
管
理
に
つ
い

て
は
、
所
有
者
が
自
己
の
責
任
に

お
い
て
行
う
も
の
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、
適

正
な
維
持
管
理
に
つ
い
て
周
知
啓

発
を
行
っ
て
い
る
。

　

な
お
、
危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
に

対
し
、
道
外
の
一
部
の
自
治
体
で

撤
去
や
建
て
か
え
の
費
用
補
助
を

行
っ
て
い
る
ほ
か
、
国
に
お
い
て

も
来
年
度
よ
り
交
付
金
に
よ
る
支

援
を
検
討
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

市
と
し
て
も
、
今
後
の
国
の
動
向

を
注
視
し
て
い
き
た
い
。

　
申
請
書
様
式
の
一
体
化

問　

住
民
票
等
の
申
請
書
様
式
を

一
体
化
し
、
窓
口
で
の
手
続
の
簡

便
化
を
図
っ
て
は
ど
う
か
。

答　

こ
れ
ま
で
住
民
票
・
印
鑑
登

録
証
明
書
・
戸
籍
に
関
す
る
申
請

書
に
つ
い
て
は
、
法
令
の
改
正
時

な
ど
、
適
時
、
記
入
項
目
の
見
直

し
や
、
よ
り
わ
か
り
や
す
い
内
容

に
改
め
な
が
ら
、
様
式
の
変
更
を

行
っ
て
き
た
。

　

市
で
は
、
高
齢
化
の
進
展
に
よ

り
、
申
請
書
を
記
入
す
る
際
の
負

担
軽
減
と
利
便
性
を
常
に
意
識
し

な
が
ら
対
応
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
も
の
と
考
え
て
お
り
、
申
請
書

様
式
の
一
体
化
に
つ
い
て
は
、
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
が
る

取
り
組
み
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
他

市
の
事
例
を
調
査
し
、
検
討
し
て

い
き
た
い
。

　
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
施
策
の
推
進

問　

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
（
性
的
少
数
者
）
に

関
す
る
悩
み
を
抱
え
る
児
童
生
徒

に
対
し
、
教
育
現
場
で
は
相
談
先

を
周
知
す
る
な
ど
十
分
に
対
応
し

て
い
る
か
。

答　

道
教
委
が
平
成
29
年
６
月
に

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
に
関
す
る
教
職
員
向
け

指
導
資
料
を
作
成
し
た
こ
と
を
受

け
、
市
教
委
で
も
各
学
校
に
対
し

児
童
生
徒
の
指
導
に
活
用
す
る
よ

う
周
知
し
て
い
る
。

　

市
教
委
で
は
、
今
後
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ

へ
の
理
解
を
深
め
る
た
め
、
教
職

員
等
を
対
象
と
し
た
研
修
を
実
施

す
る
な
ど
、
悩
み
を
持
つ
児
童
生

徒
へ
の
対
応
に
つ
い
て
学
ぶ
機
会

を
設
け
る
と
と
も
に
、
校
長
会
等

を
通
じ
校
内
研
修
に
取
り
入
れ
る

よ
う
促
し
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
児
童
生
徒
か
ら
相
談
が

あ
っ
た
際
に
は
、
心
情
に
配
慮
す

る
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
て
専

門
的
な
相
談
窓
口
の
紹
介
を
行
う

な
ど
、
悩
み
を
抱
え
た
児
童
生
徒

に
寄
り
添
っ
た
対
応
を
し
て
い
き

た
い
。

　
医
療
的
ケ
ア
児
等
の
支
援
体
制

問　

日
常
生
活
に
お
い
て
医
療
を

要
す
る
状
態
に
あ
る
医
療
的
ケ
ア

児
等
に
つ
い
て
、
学
校
で
の
支
援

体
制
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

か
。

答　

文
科
省
の
通
知
で
は
、
学
校

現
場
で
医
療
的
ケ
ア
を
実
施
す
る

際
は
、
医
療
的
ケ
ア
児
の
状
況
に

応
じ
た
看
護
師
の
適
切
な
配
置
を

行
い
、
看
護
師
を
中
心
に
教
職
員

等
が
連
携
協
力
し
て
医
療
的
ケ
ア

に
当
た
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
て

い
る
。

　

市
教
委
で
は
、
看
護
師
を
学
校

へ
配
置
し
医
療
的
ケ
ア
を
実
施
す

る
こ
と
は
、
医
療
的
ケ
ア
児
に
対

す
る
教
育
面
・
安
全
面
で
大
き
な

意
義
を
持
つ
と
認
識
し
て
お
り
、

31
年
度
か
ら
の
医
療
的
ケ
ア
児
の

受
け
入
れ
を
見
据
え
、
看
護
師
３

名
を
配
置
し
、
学
校
に
お
け
る
医

療
的
ケ
ア
の
実
施
体
制
を
整
備
す

る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

今
後
は
、
文
科
省
が
示
す
方
針

に
基
づ
き
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策

定
や
看
護
師
の
研
修
会
へ
の
参
加

の
ほ
か
、
学
校
環
境
に
慣
れ
る
た

め
の
取
り
組
み
を
行
い
、
学
校
、

学
校
医
、
保
護
者
等
の
関
係
者
と

連
携
し
て
、
医
療
的
ケ
ア
実
施
体

制
の
整
備
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　
公
共
交
通
の
利
用
促
進

問　

交
通
系
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
や
タ
ク

干
ほし

場
ば

 芳
よし

子
こ

議員

民主・市民の会

徳
とく

田
だ

  哲
さとし

 
議員

公明党

住民票等の申請書

高
たか

橋
はし

 典
のり

子
こ

議員

日本共産党
議員団

こ
の
ほ
か
、
市
政
へ
の
市
民
参
加
、

オ
ス
プ
レ
イ
の
北
海
道
大
演
習
場
等

に
お
け
る
訓
練
に
つ
い
て
質
問
が
あ

り
ま
し
た
。
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シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
の
交
付
な
ど
、
高

齢
者
が
公
共
交
通
を
利
用
し
や
す

く
な
る
よ
う
な
施
策
を
考
え
る
べ

き
で
は
。

答　

交
通
系
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
の
利
用

は
、
利
用
促
進
策
と
し
て
効
果
が

期
待
で
き
る
反
面
、
市
が
運
賃
助

成
を
行
う
場
合
、
公
共
交
通
の
目

的
以
外
の
使
用
や
財
政
面
へ
の
影

響
な
ど
課
題
が
多
い
も
の
と
認
識

し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
市
民
の

希
望
に
合
わ
せ
た
出
前
講
座
や
、

新
た
な
乗
り
方
ガ
イ
ド
の
作
成
な

ど
、
高
齢
者
に
も
わ
か
り
や
す
い

周
知
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
の
交
付
に

つ
い
て
は
、
ま
ず
は
江
北
地
区
で

実
施
予
定
の
デ
マ
ン
ド
型
交
通
の

運
行
状
況
を
検
証
し
な
が
ら
、
他

の
地
域
へ
の
導
入
可
能
性
に
つ
い

て
検
討
を
進
め
た
い
。

　

ま
た
、
高
齢
者
を
対
象
と
し
た

公
共
交
通
の
利
用
促
進
策
に
つ
い

て
は
、
福
祉
施
策
の
視
点
を
兼
ね

合
わ
せ
つ
つ
、
公
共
交
通
事
業
者

の
意
見
や
市
の
財
政
状
況
も
踏
ま

え
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
道
路
線
形
の
変
更

問　

野
幌
駅
南
通
り
と
白
樺
通
り

の
交
差
点
に
信
号
機
を
設
置
し
、

車
の
流
れ
を
改
善
す
べ
き
で
は
。

答　

去
る
８
月
21
日
に
、
野
幌
駅

南
口
駅
前
広
場
の
整
備
に
伴
い
、

鉄
東
線
の
一
部
を
廃
止
し
、
道
路

網
の
切
り
か
え
を
行
っ
た
と
こ
ろ

で
あ
り
、
現
在
、
大
麻
方
面
へ
向

か
う
車
両
が
、
野
幌
駅
南
通
り
か

ら
白
樺
通
り
に
抜
け
る
際
に
は
、

右
折
す
る
と
片
側
２
車
線
の
白
樺

通
り
を
横
切
る
形
と
な
り
危
険
性

が
高
い
た
め
、
左
折
の
み
の
交
差

点
と
な
っ
て
い
る
。

　

市
で
は
、
白
樺
通
り
の
交
差
点

に
は
右
折
可
能
な
信
号
機
が
必
要

と
考
え
、
公
安
委
員
会
に
対
し
て
、

信
号
機
の
設
置
要
望
を
行
っ
て
お

り
、
年
度
内
の
信
号
機
設
置
に
向

け
た
協
議
が
進
ん
で
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

野幌駅前変更後の道路線形

こ
の
ほ
か
、
市
民
の
健
康
を
守
る
取

り
組
み
、
就
学
援
助
の
充
実
に
つ
い

て
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

平成30年西日本豪雨支援の義援金をお送りしました。

　このたびの西日本豪雨でお亡くなりになられた方々やご遺族の皆様に心よりお悔やみ申し

上げますとともに、被災された皆様に心からお見舞い申し上げます。

　今後の一日も早い復旧と皆様の安全やご健康を心からお祈り申し上げます。

　江別市議会議員会では、被災者の方々に少しでも支援させていただきたく、８月２日に 

義援金20万円を全国市議会議長会を通じてお送りしました。

議会を傍聴しませんか。

　次回の定例会は、11月28日（水）午前10時開

会の予定です。

　議会はどなたでも傍聴することができます。

　本会議の傍聴は、本庁舎の議場の傍聴席入り口（４階）で氏

名等を受付票にご記入の上、傍聴規則に従って、ご入場願い

ます。

　団体で傍聴を希望される場合は、事前に議会事務局にご連

絡ください。

　また、各常任委員会、特別委員会、議会運営委員会、議会

広報広聴委員会も傍聴することができますので、議会事務局

（３階）へお越しください。

（お問い合わせ先）　議会事務局直通　011-381-1051

本会議場

本会議場の傍聴席
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次
の
意
見
書
を
国
に
提
出
し
ま

し
た
。

◎
児
童
虐
待
防
止
対
策
の
さ
ら
な

る
強
化
を
求
め
る
意
見
書

　

本
年
３
月
に
東
京
都
目
黒
区
で

両
親
か
ら
虐
待
を
受
け
、
女
児
が

死
亡
す
る
と
い
う
痛
ま
し
い
事
件

が
発
生
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な

虐
待
事
案
は
、
近
年
急
増
し
て
お

り
、
28
年
度
に
全
国
の
児
童
相
談

所
へ
寄
せ
ら
れ
た
児
童
虐
待
相
談

件
数
は
12
万
件
を
超
え
、
５
年
前

と
比
べ
倍
増
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
事
態
を
重
く
受
け
と

め
、
国
は
、
平
成
28
年
及
び
平
成

29
年
に
児
童
福
祉
法
等
を
改
正
し
、

児
童
虐
待
防
止
対
策
を
強
化
し
て

き
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
回
の
事

案
は
、
児
童
相
談
所
が
関
与
し
て

い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
虐
待
か

ら
救
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

虐
待
か
ら
子
供
の
命
を
守
る
た

め
に
は
、
子
供
の
異
変
に
早
期
に

気
づ
き
、
虐
待
の
芽
を
摘
む
こ
と

が
何
よ
り
も
重
要
で
あ
り
、
そ
の

た
め
に
は
児
童
相
談
所
の
体
制
強

化
と
と
も
に
、
関
係
機
関
や
民
間

団
体
等
が
協
働
し
、
虐
待
の
防
止

に
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
こ
う
し
た
痛
ま
し

い
事
件
が
二
度
と
繰
り
返
さ
れ
な

い
た
め
に
、
児
童
虐
待
防
止
対
策

の
さ
ら
な
る
強
化
に
向
け
取
り
組

む
こ
と
を
国
に
要
望
し
ま
し
た
。

意
　
見
　
書

経済建設常任委員会所管事務調査 総務文教常任委員会所管事務調査

　７月23日に農作物生育状況調査を実施し、基

幹品種である秋まき栽培の小麦「ゆめちから」や

水稲「ななつぼし」の採種圃場のほか、ブロッコ

リーの生育状況をそれぞれ調査しました。

　また、昨年オープンした「野菜の駅ふれあい

ファームしのつ」を視察しました。

　７月20日に市内小学校２校及び給食センター

を視察しました。

　小学校では、モジュールタイムの取り組みに

ついて、デジタル教科書を活用した授業につい

て、体育専科教員による体育授業について、そ

れぞれ説明を受けました。

12
日　

経
済
建
設
常
任
委
員
会

　
　
　

生
活
福
祉
常
任
委
員
会

13
日　

 

市
立
病
院
・
地
域
医
療 

検
討
特
別
委
員
会

　
　
　

総
務
文
教
常
任
委
員
会

14
日　

経
済
建
設
常
任
委
員
会

　
　
　

 

市
立
病
院
・
地
域
医
療 

検
討
特
別
委
員
会

18
日　

議
会
運
営
委
員
会

18
日
～
19
日　

一
般
質
問

19
日　

議
会
図
書
室
運
営
委
員
会

　
　
　

総
合
計
画
特
別
委
員
会

　
　
　

議
会
広
報
広
聴
委
員
会

20
日
～
25
日　

決
算
特
別
委
員
会

26
日　

生
活
福
祉
常
任
委
員
会

　
　
　

経
済
建
設
常
任
委
員
会

　
　
　

総
務
文
教
常
任
委
員
会

28
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

決
算
特
別
委
員
会

　
　
　

議
会
広
報
広
聴
委
員
会

　

【
10
月
】

５
日　

議
会
広
報
広
聴
委
員
会

９
日　

総
合
計
画
特
別
委
員
会

12
日　

総
合
計
画
特
別
委
員
会

16
日　

議
会
広
報
広
聴
委
員
会

22
日
～
30
日　

決
算
特
別
委
員
会

30
日　

議
会
運
営
委
員
会

31
日　

議
会
広
報
広
聴
委
員
会

　

【
８
月
】

９
日　

議
会
広
報
広
聴
委
員
会

17
日　

議
会
広
報
広
聴
委
員
会

21
日　

議
会
運
営
委
員
会

24
日　

 

市
立
病
院
・
地
域
医
療 

検
討
特
別
委
員
会

27
日　

経
済
建
設
常
任
委
員
会

　
　
　

生
活
福
祉
常
任
委
員
会

28
日　

総
務
文
教
常
任
委
員
会

31
日　

議
会
運
営
委
員
会

　

【
９
月
】 

６
日
～
28
日　

第
３
回
定
例
会

７
日　

議
会
運
営
委
員
会

10
日　

決
算
特
別
委
員
会

11
日　

 

市
立
病
院
・
地
域
医
療 

検
討
特
別
委
員
会

　
　
　

総
務
文
教
常
任
委
員
会

議
会
の
動
き
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平
成
29
年
度
の
水
道
・
下
水

道
・
病
院
の
各
事
業
会
計
決
算
は
、

定
例
会
第
５
日
目
に
９
名
で
構
成

す
る
決
算
特
別
委
員
会
に
付
託
さ

れ
、
会
期
中
に
審
査
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

な
お
、
本
会
議
で
は
、
水
道
・

下
水
道
事
業
会
計
は
賛
成
多
数
で
、

病
院
事
業
会
計
は
全
員
一
致
で
、

い
ず
れ
も
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

◎
水
道
事
業
会
計
に
つ
い
て

問　

前
年
度
の
決
算
を
踏
ま
え
た

今
後
の
水
道
経
営
の
見
通
し
は
。

答　

長
期
的
に
見
る
と
人
口
減
少

等
の
影
響
に
よ
り
、
厳
し
い
経
営

状
況
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る

も
の
の
、
現
在
策
定
中
の
江
別
市

上
下
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
の
計
画
期
間

で
あ
る
２
０
２
８
年
度
ま
で
は
黒

字
が
続
く
見
込
み
で
あ
り
、
大
規

模
な
宅
地
造
成
な
ど
も
あ
る
こ
と

か
ら
人
口
動
態
や
収
益
の
推
移
を

注
視
し
て
い
き
た
い
。

◎
下
水
道
事
業
会
計
に
つ
い
て

問　

下
水
道
施
設
の
耐
震
診
断
の

実
施
状
況
は
。

答　

29
年
度
ま
で
に
14
施
設
の
う

ち
13
施
設
の
耐
震
診
断
が
完
了
し

て
お
り
、
現
在
、
残
る
１
施
設
の

診
断
を
実
施
し
て
い
る
。

　

こ
の
診
断
結
果
を
も
と
に
、
全

施
設
の
耐
震
性
を
把
握
し
、
優
先

度
や
重
要
度
の
ほ
か
、
機
械
設
備

な
ど
の
更
新
を
含
め
総
合
的
に
地

震
対
策
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き

た
い
。

◎
病
院
事
業
会
計
に
つ
い
て

問　

Ｄ
Ｐ
Ｃ
制
度
及
び
地
域
包
括

ケ
ア
病
棟
の
導
入
に
よ
る
効
果
は
。

答　

28
年
度
及
び
29
年
度
に
お
け

る
診
療
収
益
の
実
績
を
分
析
し
た

と
こ
ろ
、
従
前
の
出
来
高
算
定
方

式
よ
り
も
現
行
の
Ｄ
Ｐ
Ｃ
方
式
の

ほ
う
が
、
い
ず
れ
の
年
度
も
年
間

５
千
700
万
円
程
度
多
い
結
果
と
な

っ
た
。

　

加
え
て
、
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟

を
効
率
的
に
運
用
し
た
こ
と
で
、

急
性
期
病
棟
の
看
護
必
要
度
を
適

正
に
維
持
で
き
た
こ
と
か
ら
、
地

域
包
括
ケ
ア
病
棟
を
導
入
し
た
こ

と
に
よ
る
効
果
が
一
定
程
度
あ
っ

た
と
認
識
し
て
い
る
。

問　

市
立
病
院
の
経
営
状
況
悪
化

の
原
因
と
対
策
は
。

答　

診
療
単
価
は
着
実
に
伸
び
て

お
り
、
手
術
件
数
が
ふ
え
て
い
る

診
療
科
が
あ
る
も
の
の
、
経
営
状

況
は
回
復
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
で

あ
る
。

　

全
体
の
収
益
に
占
め
る
割
合
が

高
い
内
科
の
落
ち
込
み
が
経
営
に

大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と

か
ら
、
経
営
状
況
を
改
善
す
る
た

め
に
は
、
内
科
医
を
確
保
し
、
患

者
の
受
け
入
れ
態
勢
を
整
備
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

決
算
審
査
の
概
要

主

な

質

疑

　

北
海
道
胆
振
東
部
地
震
の
犠

牲
と
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福

を
心
か
ら
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
お

見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
い
ま
だ
避
難
生
活
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
い
る
方
々
が
お
り

ま
す
こ
と
か
ら
、
一
日
も
早
い

復
興
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

市
内
に
お
い
て
も
停
電
や
断

水
な
ど
の
被
害
が
あ
り
、
市
民

の
皆
様
に
は
不
自
由
と
ご
不
便

を
お
か
け
し
ま
し
た
。
今
回
の

対
応
を
し
っ
か
り
と
検
証
し
、

議
会
と
し
て
防
災
と
災
害
対
策

の
改
善
を
行
政
に
提
言
で
き
る

よ
う
、
災
害
時
対
応
の
議
論
を

さ
ら
に
深
め
る
必
要
性
を
改
め

て
強
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

去
る
10
月
14
日
と
16
日
は
、

５
年
目
と
な
る
「
市
民
と
議
会

の
集
い
」
を
開
催
し
、
市
民
の

皆
様
の
多
く
の
お
声
を
お
聞
き

し
ま
し
た
。
今
後
い
た
だ
い
た

ご
意
見
等
を
も
と
に
議
員
間
で

議
論
を
行
い
、
報
告
書
を
作
成

い
た
し
ま
す
。
引
き
続
き
、
市

民
の
皆
様
の
お
役
に
立
て
る
議

会
を
目
指
し
邁
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

◎野村　尚志

○内山　祥弘

　赤坂　伸一

　岡村　繁美

　齊藤佐知子

　島田　泰美

　相馬　芳佳

　星　　克明

　堀　　直人

決算特別委員会委員

◎委員長 ○副委員長

第
４
回
定
例
会

　

11
月
28
日
～
12
月
1３
日

各
委
員
会

　

11
月
29
日
～
12
月
５
日

一
般
質
問

　

12
月
７
日
～
11
日

次
期
定
例
会
の
予
定

〈 議 会 メ モ 〉

◆意見書

　意見書とは、地方公共団

体の公益に関する事件につ

いて市議会としての意思を

まとめた文書で、地方自治

法第99条に国会又は関係行

政庁に提出することができ

ると定められています。

　公益性があると認められ

る限り、法律上、内容の制

限はありません。

　なお、第３回定例会では、

７ページの意見書１件を提

出しました。

平成29年度 企業会計の決算状況　（単位：千円）

収　入 支　出 差引収支額

水 道 事 業
収益 2,592,767 2,195,599 397,168

資本 500,134 1,237,080 △736,946

下水道事業
収益 3,641,036 3,379,788 261,248

資本 1,014,535 2,154,152 △1,139,617

病 院 事 業
収益 6,519,661 7,212,727 △693,066

資本 694,130 1,137,088 △442,958


